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1. はじめに
　科学技術イノベーションによる地域活性化のため
には、地域のニーズや特性を把握した上で、研究開発
促進や社会システム構築に向けた施策を検討する必
要がある。当センターでは、地域が目指す社会とその
実現に必要な方策を検討することを目的として、地域
ワークショップ1～5）を 2009 年から継続的に実施し
ている。本ワークショップの特徴は、当センターの科
学技術予測調査6）との関連性を持たせていること、地
元の企業・大学・行政・非営利団体（NPO）・金融な
ど多様な関係者が一堂に会して対等な立場で議論す
ること、及び、行政関係者の参加を通じた当該地域の
将来計画策定や施策検討への貢献を目指しているこ
とである。
　コロナ禍により社会の仕組みや人の価値観・行動

様式が変わりつつある現在、地域の状況やニーズにも
変化が生じていると考えられる。そこで、2021 年 3
月、岩手大学の協力を得て、今後の地域の在り方につ
いて様々な視点から議論いただくことを目的として、
2040 年までに実現したい社会像を検討するワーク
ショップを開催した。

2. ワークショップの実施概要
2-1　全体概要
　当センターでは、第 11 回科学技術予測調査の一環
で、50 の未来社会像を得ている7）。本ワークショッ
プの目的は、その社会像がコロナ禍を受けて変化し
たのか、そしてどのような変化が生じたのかを把握
することである。これとあわせて、議論を経て得ら
れた岩手の理想とする社会像と持続可能な開発目標
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る「SDGs 実現に向けた地域の未来を検討する岩手ワークショップ」を開催した。その結果、持続可能な岩手
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（SDGs： Sustainable Development Goals）8）との
関連付け、及び、社会像の実現に向けたステークホル
ダーの役割検討を実施した。
　本ワークショップの実施概要を図表 1 に示す。東
京都が緊急事態宣言下にある中、初の試みとして、岩
手県内の参加者は岩手大学に集合、NISTEP の参加者
はオンラインという、ハイブリッド型ワークショップ
を実施した。エネルギー、社会、環境、経済のテーマ
を設定し、4 グループで各々検討を行った。最後の全
体討論では、各グループの検討結果を共有した。

2-2　検討手順
　検討手順を図表 2 に示す。ステップ 1～3 はグルー
プ討論、ステップ 4 は全体討論である。
　まずステップ 1 では、第 11 回科学技術予測調査の
結果7）の一部である「50 の未来社会像」の中から各
グループのテーマに関連した 3 程度の未来社会像を
選び、それを出発点として岩手の現状及びコロナ禍の
影響について話し合った。続いて、それを踏まえて岩
手の理想とする社会像の検討を行った。この際、留意
事項がある場合は付記した。
　ステップ 2 では、ステップ 1 で設定した岩手の理
想とする社会像と SDGs との関連を検討し、続いて
優先して実現したい社会像を選んだ。
　ステップ 3 では、ステップ 2 で選んだ社会像を実
現するための戦略・施策についてステークホルダー

（個人、NPO 等、企業、研究機関、教育機関、自治
体、国）別に検討を行った。
　最後のステップ 4 では、各グループからの結果を
全員で共有した。

ワークショップ実施風景

図表１　ワークショップ実施概要

（NISTEP 撮影）

名称 SDGs 実現に向けた地域の未来を検討する岩⼿ワークショップ 
⽇時 2021 年 3 ⽉ 4 ⽇（⽊）13:00〜17:00 

場所 盛岡市産学官連携研究センター（コラボ MIU）（岩⼿⼤学理⼯学部構内） 
主催 科学技術・学術政策研究所（NISTEP） 
協⼒ 岩⼿⼤学 

参加者 岩⼿県内の企業、⼤学、教育、NPO、⾃治体の関係者 27 名+NISTEP7 名 
⽅式 グループ討論と全体討論から構成。現地は対⾯、NISTEP からはオンライン参加。 

スケジュール 13:00 挨拶 
⾼橋ひなこ ⽂部科学副⼤⾂ 
⽔野雅裕 岩⼿⼤学理事・副学⻑ 

13:10 イントロダクション及び本⽇の作業説明
13:45 グループ討論 
16:00 全体討論 
16:50 討論のまとめ 

⾼⽊浩⼀ 岩⼿⼤学教授 
今井潤 岩⼿⼤学教授 
今井寛（NISTEP 上席フェロー*） 

17:00 総括 
岡⾕重雄（NISTEP 総務研究官） 
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3. 検討結果
3-1　グループ討論の結果

［エネルギーグループ］
　エネルギーグループでは、50 の社会像のうち「資
源不足に不安のない社会」及び「分散型発電が最適化
されている社会」を中心に議論が行われた。議論で
は、インフラの整備不足やビジネスモデルの欠如によ
り現存する資源を十分に生かせていないとの現状が
共有され、太陽エネルギーとのバランスも考慮した山
の活用（バイオマス）、養殖も含めた食料の地産地消
システム、エネルギーシェア（関連する情報の共有を
含む）などが、理想とする社会像として提案された。
　その社会像に関連する SDGs については、教育（目
標 4）、エネルギー（目標 7）、イノベーション（目標
9）、都市（目標 11）、生産・消費（目標 12）、気候
変動（目標 13）、海洋資源（目標 14）、陸上資源（目
標 15）、実施手段（目標 17）が挙げられた。
　実現に向けた方策としては、様々なエネルギー源を
うまく使い分けるための情報提供、蓄電技術等の研究
開発の推進、地域ならではのエネルギー事業の支援、
規制緩和、情熱を持って困難に挑戦する人材の育成な
どが挙げられた。

［社会グループ］
　社会グループでは、「AND 人間（リアルとバーチャ
ルの両空間を活用）の育つ社会」及び「ボーダレス社
会」を中心に議論が行われた。議論では、人間が生き
ていく上でのよりどころをどこに見いだすのか、効率
化の更なる進展により人間自身に限界が来るのでは
ないか、信頼に基づく人間関係をどう構築するかな
ど、バーチャル空間が拡大した将来社会における根源
的な課題が提起され、リアルとバーチャルの各々の特
徴に合わせて適切にすみ分けを行うこと、多様な文化
や価値観を学んで認め合うこと、情報のオープン化を

進めることなどが理想とする社会像として提案され
た。社会像と SDGs との関連については、時間の都
合により検討しなかった。
　実現に向けた方策としては、リアルな体験機会の増
大、バーチャル空間の活用による生涯教育機会の拡
大、リアルな出会いの場・ネットワークの確保、相互
理解のための情報発信などが挙げられた。

［環境グループ］
　環境グループでは、「野性味社会」、「不確実性の下
で持続可能なエネルギー・環境」、「脱 GDP 社会」、及
び「移動と物流の高度化社会」を中心に議論が行われ
た。議論では、岩手の良さや資産を地元の人が知らず、
活用や広報が不足しているとの認識が示され、豊かな
自然を維持・活用しつつハイテクも適宜取り入れた
内発的発展により、岩手ならではの幸福社会を構築す
ることなどが理想とする社会像として提案された。
　その社会像に関連する SDGs については、教育（目
標 4）、エネルギー（目標 7）、成長・雇用（目標 8）、
イノベーション（目標 9）、生産・消費（目標 12）、
陸上資源（目標 15）、実施手段（目標 17）が挙げら
れた。
　実現に向けた方策としては、環境負荷低減を意識
した消費・生産活動、地域をベースとしたサプライ
チェーン構築、アントレプレナーシップの養成、将来
社会像の議論と共有などが挙げられた。

［経済グループ］
　経済グループでは、「暮らし方多様化社会」、「労働
の多様化社会」、「ユビキタス生活社会」を中心に議論
が行われた。議論では、農産物のネット販売や都市部
で培ったスキルで地元活性化に貢献する事例などが
一部で見られるものの、全体としては豊富な地域資源
を生かせていないことが課題とされ、良好な人間関係
を生かして、地域資源を活用したイノベーションによ

図表 2　検討手順

科学技術予測・政策基盤調査研究センターにて作成
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る地域の自立が理想とする社会像として提案された。
ただし留意点として、非効率あるいは魅力に乏しいと
見なされ、おいていかれる地域が生じないよう、全体
バランスを見た施策が必要とされた。
　その将来像に関連する SDGs については、保健（目
標 3）、教育（目標 4）、成長・雇用（目標 8）、イノ
ベーション（目標 9）、都市（目標 11）が挙げられた。
　実現に向けた方策としては、科学技術を活用した生
活や仕事の自由度向上、多様な人と交流し理解する機
会の提供、地域資源活用の支援、イノベーションを起
こす人材育成・確保などが挙げられた。

3-2　総括
　最後に、グループ討論及び全体討論を踏まえて、特
に地域の視点に着目して以下の総括がなされた。
　一点目は、当センターが第 11 回科学技術予測調査
の一環で得た未来の社会像、あるいは、国が掲げる
Society 5.0 に対する地域からの視点である。コロナ
禍によりオンラインの打合せや会議、業務の自動化
などが広がりを見せたが、こうした効率化や Society 
5.0 に向けた推進の中で取り残される地域が出るこ
とのないよう配慮が必要、との指摘があった。
　二点目は、自然資源活用の可能性である。地域には、
その存在や価値が十分に認知されておらず、未利用の
状態にある資源が埋もれている。多様な人が関与する

図表 3　各グループの検討結果

テーマ 議論の中⼼と
した社会像 

岩⼿の理想とする 
社会像のキーワード 概要 

エネルギー

資源不⾜に不
安のない社会 

エネルギーMIX 様々なエネルギーの特徴を知り、効率を考えバラ
ンスよく使い分ける。森林資源（バイオマス）と
して⼭を活⽤する。既存インフラをうまく活⽤す
る。

地産地消 域内の地産地消（養殖も含む）を推進する。 
分散型発電が
最適化されて
いる社会 

エネルギーシェア ⾮常時も含めた分散電源を推進するとともに、エ
ネルギーシェアに取り組む。

社会 

AND⼈間の育
つ社会 

リアルとバーチャル
のすみ分け

リアルとバーチャルの良い所を取り⼊れて補い合
い、⽣きる⼒を養う。効率⼀辺倒ではなく、⼈が
幸せを感じられる社会にする。⾃分という存在の
よりどころを持つ。

ボーダレス 
社会 

多様性の受容 多様性を学び、体験し、認め合う。それぞれが⾃
⼰肯定感を持ち、弱者が切り捨てられない。 

環境 

野性味社会、
不確実性の下
で持続可能な
エネルギー・
環境

豊富な資源の活⽤、
域内循環 

農林⽔産業を新しい産業として再定義し、⼈の⼿
を⼊れながら、資源を持続可能な形で利⽤する。
エネルギーや⾷料などの⾃律分散型システムによ
る地産地消、域内循環が進む。

脱GDP 社会 精神的・物理的に 
あたたかい脱GDP 

⾥⼭資本主義を⾒直し、⾦銭勘定されない経済流
通も併存させる。 

移動と物流の
⾼度化社会 

移動と物流の⾼度化
・融合 

リモートでの体験を通じて地⽅在住に起因する体
験や機会の格差が縮⼩し、地⽅と都市がフラット
化する。

経済 

暮らし⽅ 
多様化社会 

地域資源を⽣かした
イノベーション

豊富な地域資源を⽣かして、新しい仕事が⽣まれ
る。 “地元愛”から地域活性化に参画する⼈が増
加する。 

労働の多様化
社会 

農林⽔産業のデジタ
ル化・⾃動化

中⼭間地の傾斜地でも農林業の⾃動化・機械化が
可能となり、遠隔農林業が進む。⼀⽅、⼈⼿作業
の価値も評価されて存続する。 

ユビキタス
⽣活社会

対⾯コミュニケーシ
ョン 

オンラインツールによりコミュニケーションの幅
が広がる。⼀⽅、対⾯コミュニケーションも重視
され、⼈間関係構築能⼒が磨かれる。
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ことにより新しいビジネスが生まれるのではないか、
との指摘がなされた。
　三点目は、人間・社会と科学技術の関係である。
バーチャル空間の活用が広がる中で人間はどこに
よって立つのか、人間は効率性をどこまで受け入れら
れるのかなどについて、各自の経験を踏まえた意見が
交わされた。様々な立場の人がこうした議論を引き続
き行うことの重要性が認識された。

3-3　まとめ
　グループ討論では、各グループから、岩手の良さや
豊かな地域資源を十分に活用できていないことが現
状として挙げられ、オンライン化の普及は様々な効
果をもたらした一方で、人と人とのつながりの弱体
化や効率一辺倒の弊害が危惧されるとの課題も指摘
された。
　各グループから挙げられた理想とする社会像につ
いては、持続可能な岩手を目指して、豊かな地域資源
を活用した内発的発展に向けて、地域の特性に合わせ
て着実に取組を進めること、とまとめることができ
る。具体的には、多様なエネルギー源の特徴に合わ
せた利用や分散電源などを進めること、新しい発想と
技術で豊かな自然などの地域資源を持続可能な形で
利用すること、資源の域内循環（地産地消）を進める
こと、人のつながりや実体験をよりどころとしつつ、
デジタル化など科学技術の利点も併せて活用するこ
とにより、新しい幸福の形を築く、などである。そし
て、それらを進めるためには、困難な課題に果敢に挑
戦し、イノベーションを起こせる人材の育成や地域の
未来について考える教育など、人を育てることの重要
性が多く指摘された。
　SDGs との関連性については、強弱はあるものの、
17 目標のうち 11 目標が紐づけられた。特に、教育：
質の高い教育をみんなに（目標 4）、イノベーション：
産業と技術革新の基盤をつくろう（目標 9）が多く挙
げられた。

4. 方法論からの考察
　当センターでは、前述の通りこれまで多くのワーク
ショップを実施しているが、本ワークショップにおい
て二つの新たな試みを行った。

4-1　予測調査の結果をベースにした議論
　調査結果を出発点として様々な立場からの議論を
喚起するという、科学技術予測調査の普及・展開
フェーズを設けた。これまでの地域の未来像検討は、
科学技術予測調査における将来社会像検討に多様な

ステークホルダーの視点をインプットするという位
置づけで実施されてきた。しかし、目指す社会とそれ
に寄与する科学技術や社会システムなどの検討を実
践に移すためには、もう一度ステークホルダーの視点
に戻し、自分事として具体的な方針を議論する必要が
あり、普及・展開フェーズは、科学技術予測調査の重
要なフェーズの一つと考えられる。本ワークショップ
においては、実際に、国レベルの議論では見落とされ
がちな地域の抱える課題や地域の実情に見合った方
向性などが提案されている。さらに、こうした議論を
次の科学技術予測調査にインプットするというルー
プを構築することは、今後の科学技術予測調査に資す
るものと考えられる。

4-2　オンラインを併用したハイブリッド型ワーク
ショップの試み
　東京都が新型コロナウイルス感染症拡大による緊
急事態宣言下にあった中での開催であったため、本
ワークショップは、現地は対面による参加、NISTEP
からはオンライン参加というハイブリッド型とした。
感染拡大状況によっては現地でもオンラインとなる
可能性があったことから、通常ワークショップで用い
る付箋やホワイトボードを原則使用せず、あらかじめ
用意した様式を埋める形で議論を進めた。岩手県内の
参加者は岩手大学に参集し、NISTEP の参加者は各グ
ループのディスカッションを聞きながら、用意した様
式に記録するという形式で参加した。こうしたハイブ
リッド型により、コロナ禍の中でもワークショップを
開催し、結果を得ることができた。しかし、様式に落
とし込む前の自由で発散的な議論を図示して共有し、
類似事項をグループ化したり、相互の関係性を検討し
たりという従来の手法がオンラインでは十分できな
かったことや、時間制限により議論が不十分のまま終
わったことも否定できない。対面・オンラインの各々
の得失を振り返り、参加者にストレスのかからない新
しいワークショップの在り方について引き続き検討
する必要がある。

5. おわりに
　当センターでは、地域が目指す社会とその実現に必
要な方策の検討を継続的に実施してきたが、コロナ禍
により地域の状況やニーズにも変化が生じているこ
とから、岩手大学の協力を得て、2040 年までに実現
したい社会像を検討する、対面とオンラインを併用し
たハイブリッド型ワークショップを開催した。
　ワークショップでは、当センターの調査結果を出発
点として、現状やコロナ禍の影響を踏まえた上で岩手
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の理想とする社会像を検討した。その結果、持続可能
な岩手を目指して、豊かな自然などの地域資源を生か
して着実な取組を進める方向性、また、従来の人のつ
ながりや実体験を重視しつつ新しい科学技術の恩恵
も享受する方向性が示され、それを支える人材育成の
重要性が指摘された。地域ならではの課題や長所・短
所も挙げられた。
　このように、未来社会像を国レベルから地域レベル
まで検討することにより、より具体的な施策を検討
することができた。また、通常の人流が困難な中で
も、日々進化するオンラインツールを活用すること
によって、ワークショップを開催できた。本ワーク
ショップでの経験をもとに、今後も引き続き新たな
ワークショップの方法開発に取り組んでいく。
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